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今月のトピックス

福岡市、学校給食合理化の現状と給食運動

福岡市では、老朽化した中学校給食センターの建て

替え問題および小学校自校方式給食の調理の民間委

託の問題について検討が進められてきましたが、具体的

な動きとなって見えてきました。

そこで、福岡市の状況をまとめるとともに、長年学校

給食について取り組んできた保護者、市民、学校給食関

係者らによる連絡会議の声を紹介します。

■中学校、大規模センターをＰＦＩ方式で

（動き出した第１センター）

福岡市は、中学校給食をセンター方式で実施していま

すが、老朽化等に対して再整備のあり方が問題となって

いました。2010年10月に「福岡市学校給食センター再整

備基本構想」がまとまり、３センターで新築統合していく方

針です。同月「（仮称）第１給食センター整備計画検討委

員会」が発足、2011年１月には委員会報告がまとまり、福

岡市は2011年３月31日に、「（仮称）第１給食センター整

備計画」が策定され、その後、具体的な整備計画が進め

られています。

第１給食センター（仮称）は、ＰＦＩ方式で行われ、設

計、建設、運営、調理を特定目的会社（ＳＰＣ）が実施す

ることになります。

公開されている「要求水準書」によると、今回の第１給

食センター（仮称）は、2014年９月より稼働する供給能力

最大13000食の大規模センターです。学校給食の提供

期間は2029年までの15年。開始当初、22中学校および５

特別支援学校を予定。中学校は２献立、特別支援学校

は１献立。いずれも副食３品で、特別支援学校の小学校

学年、中学校学年の献立の区別はなく、量で調整されま

す。また、炊飯施設はなく、アレルギー対応・特別支援学

校二次加工対応食用にのみ炊飯施設を導入。

卵は、殺菌液卵を使用し、生卵は使用しません。

アレルギー対応食は、中学校、特別支援校合わせて

最大150食程度。特別支援学校には二次加工食（嚥下

食等）50食程度を想定。アレルギー対応は、除去食を基

本に除去割合が多いものは代替食を提供。対象を、表

示義務原料７品目およびごま・ごま油としています。

特定目的会社に対しては、献立作成支援業務、食育

支援業務も含まれます。福岡市の献立作成等に係る会

議に出席し、主にアレルギー対応食、特別支援学校献

立作成に関した食材、献立、調理方法等を提案すること

になっています。食育は試食会への協力。

２時間喫食を確保することが求められています。

献立、食材は福岡市の提供です。

なお、食器はＰＥＮ樹脂、箸は持参を推進とのこと。

このＰＦＩ事業に対して４事業者が手を挙げており、近

々事業者が発表され、2012年中には事業契約が結ばれ

る予定です。

なお、第１センターは、オール電化が想定されていま

すが、「要求水準書」で、「停電時等における円滑な熱源

供給の確保に配慮」という文言が加えられています。

（検討がはじまった第２センター）

後述しますが、保護者などからは、４センターから３セ

ンターへの統合による大規模化や特別支援学校の給食

に対するあり方、ＰＦＩ方式の問題点、将来の大地震等災
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害時の対応、地場産使用のあり方などから、第１センター

が稼働した後に、第２センターのあり方を検討するよう求

める声が上がっています。しかし、福岡市では2012年７月

に「第２給食センター（仮称）整備計画検討委員会」を立

ち上げ、2016年度には第２センターを稼働させる方針で

す。この検討委員会は、建築学、経済学、栄養学・食品

衛生学の専門家と、保護者代表３名、中学校校長会と特

別支援学校校長会から各１名に、教育委員会の２名で構

成されています。委員会は、予定では３回、2012年11月

までとなっており、必要に応じてもう１回開催されるかも知

れないとのことです。

そこで議題として上げられているスケジュールによる

と、第２給食センターは、整備計画を2012年中には決定

することとなっています。また、第３給食センターも2014年

度には整備計画策定に入る予定で、2018年には稼働す

る予定です。

第２給食センターも、第１給食センターと同様に13000

食の大規模センターとなります。

第２給食センターの最大の特徴は、香椎パークポート

と呼ばれる福岡市が所有する臨界地区に設置される点

です。また、福岡市の湾岸域を配送エリアとするため、場

所によっては、第一センターの方が近い学校も出てくる

などの立地上の制約もかかっています。もっとも遠い学校

で配送予定時間を49.7分としており、都市部であることと

喫食２時間以内を考えると、厳しい条件が最初から設定

されています。

なお、第１センターとの違いについて、事務局案では、

「災害時等においても調理機能を維持できる施設整備」

とすることを求めたいとしています。

一方、第１給食センターでは、食育研修室を設け、食

育の拠点と位置づけていますが、第２センターでは不要

とされ、「食育機能として真に必要と考えられる施設見学

者対応用の部屋、全工程見学通路、通路・壁面等を活

用した情報発信スペースを設置する」と位置づけていま

す。

事務局案や第２回委員会議事録を見る限り、ＰＦＩ方式

に向かっての調整が進むようです。

■小学校自校方式給食の調理の民間委託試行

福岡市の小学校給食は、自校方式で、全市統一献

立、一括購入、直営調理方式で行っています。

これについて、長年、調理員の退職不補充、非常勤化

などの合理化が進められてきましたが、調理の民間委託

が試行導入されることになりました。

2012年９月より、６つの小学校で行われます。３校は一

冨士フードサービス株式会社が受注し、３校は、学校法

人中村学園中村学園事業部が受注して実施されます。

試行期間は、2013年度１学期まで約１年間で、2013年３

月に検証の中間報告、同年８月に検証の最終報告行うと

しています。また、この６校は、大規模校（701～1100

食）、中規模校（501～700食）、小規模校（301～500食）

を各２校ずつを選定したとしています。

■子ども達の将来のために、これでいいのか

～連絡会議の問いかけ

福岡市では、保護者、学校給食関係者などが「学校給

食を考える福岡市連絡会議」を設立し長年にわたって、

学校給食の食の安全、教育などについての取り組みを

行っています。

第１給食センターや小学校の民間委託の動きなどに

ついて、2011年11月に福岡市教育委員会に申し入れを

行い、さらに、その後、福岡市議会に対し署名を添えた

請願を行いました。2012年９月20日の市議会にて、請願

は不採択となりました。

ここでは、申し入れ、請願、請願書に対する委員会で

の口頭陳述を、学校給食を考える福岡市連絡会議の了

解を得て転載します。ぜひ参考になさってください。

（申し入れ書）

福岡市教育委員会 御中

2011年11月１日「学校給食の改善を求める申し入れ」

学校給食を考える福岡市連絡会議 代表原昌子（当時）

私たち「学校給食を考える福岡市連絡会議」は、食材

や調理を通した地域とのつながりや、教科教育との関係

など「食教育」として多くの可能性を持つ学校給食の役割

を重視するとともに、子どもたちの健康と権利を守り、健

やかな成長を願って、「安全で安心」「おいしい」学校給

食を目指して長年に亘って活動を進めている市民団体

です。
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子どもたちの健やかな成長と健康な学校生活を過ご

すために欠かせない「学校給食」に求められる第一義は

安全であることです。私たちは、学校給食の安全性につ

いて、これまで委託米飯によるプラスチック米飯缶の改善

や食具の改善、また社会問題となっている環境ホルモン

問題や遺伝子組み換え食品などの有害食品のこと、地

場生産の農産物のことなどについての学習を進めてきま

した。

当会として、子どもたちが安心して学校給食を食べて

いけるよう、以下改善をお願いします。

１．給食に供する食材の安全・安心確保について更なる

徹底をお願いします。

①遺伝子組み換え食品を学校給食から減らしていく事を

求めます。

・まずは「福岡市学校給食用物資納品規格集」に遺伝子

組み換えでないものを優先する旨を明記することから始

めることをお願いします。

②食材の放射性物質の検査について更なる徹底と検査

結果の公表の継続をお願いします。

・今後、放射能汚染が拡散しその範囲が拡大していく可

能性があります。また、セシウム137の半減期は約30年

で、長期間の監視が必要になってきます。迅速・十分で

長期間にわたる検査に耐えられるよう必要な対策をお願

いします。

２．国産原材料を基本に地場農畜産物の積極的な使用

を求めます。

①地場産農畜産物の更なる積極的な使用をお願いしま

す。

②2010年度の小学校給食及び中学校給食での市内産

実績の報告と進捗評価のご説明をお願いします。

３．安全性を考慮した米飯缶への改善を求めます。

①プラスチック米飯缶の改善を求めます。

・持ち運びにくい大きさ・形状、取っ手ピンの危険性、加

えて直接熱い米飯を入れる容器として、プラスチック米飯

缶は安全性に問題があると考えています。改善をお願い

します。

４．給食センターの給食食器のランチプレートの改善を求

めます。

①給食センターで使用しているランチプレートの個別食

器にすることを求めます。

５．就学前の児童・保護者対象に試食説明会の実施をお

願いします。

①就学前の児童や親は、給食や食に関する疑問や不安

を抱えています。試食説明会の実施をお願いします。

６．中学校給食センターの再整備に関して、ＰＦＩ方式に

よる民営化ではなく食育基本法・同計画に沿って市が直

接責務を全うする体制の維持をお願いします。

①子ども達にどんな給食をたべさせていくか、市民に積

極的に意見を聞くべき問題です。しかし、殆どの市民や

保護者は建て替え計画の存在自体知らない状態です。

今後、市民や保護者の意見を聞くことに関してどのような

計画となっているかお知らせください。

②大規模センターでは地産地消は確実に進めにくくなり

ます。現在でも自校方式の小学校給食に比較し地産地

消の率はかなり低くなっています。センター再整備の中

で地産地消をどう進めていくかお知らせください。

③大規模センターと民営化で食育の取り組みの後退が

起らないか危惧されます。センター再整備の中で食育を

どう進めていく計画かお知らせください。

④請け負った企業は経費を削り利益を出す必要がありま

す。極端な合理化が進められ、低賃金のパート・非正規

労働者の多用、悲惨な労働の上に立った給食にならな

いか不安です。またパート・非正規労働者の多用は食の

専門性を奪い、給食の質の低下が心配されます。その点

をどうお考えかお知らせください。

⑤職安法に基づいて、市の栄養士は調理員に紙面以外

の直接指導はできなくなります。逆に市が何らかの指導

をした場合偽装請け負いとなる可能性があります。その

様な中で市として調理内容等にどのように責任を取る計

画かお知らせください。

⑥特別支援学校の子ども達は、すべての教育活動や学

校生活において、個別のきめ細かい対応や支援が必要

です。今回のセンター建て替えは特別支援学校に自校

方式の給食を取り入れる絶好の機会です。今回、一人ひ

とりの子ども達の様子に対応したきめ細かい対応を取る

ようにしていくとお聞きしています。具体的にどのような内
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容を計画されているかお知らせください。

⑦４センターから３センターにすれば各センター１万５千

食に近い食数となります。あってはいけないことですが、

食中毒の発生等があれば被害は相当規模になります。

給食センターは大規模でない方が望ましいと考えます。

今回の福島原発の事故はあってはならないことに備えて

おくことの重要性が浮き彫りになりました。この点に関して

どのように考えられているかお知らせください。

⑧３センターになると、センターから各学校に給食を届け

る時間が今よりかかるようになることが考えられます。２時

間以内の喫食が全校可能か、特に遠方の特別支援学校

が心配されます。２時間以内の喫食を全校実施できる計

画の内容をお知らせください。

⑨計画で出てきている「東平尾」の候補地では高濃度の

フッ素が検出されています。給食を作る敷地としては不

向きだと考えます。市ではフッ素の除去を、掘削した土壌

をコンクリートの材料にすることで行うとしています。現在

の進捗状況をお知らせください。また、コンクリートの安全

性についてご説明をお願いします。

上記の件につきましては、是非、私どもと協議の場を

設定していただいて、説明や意見交換をさせていただき

たいと考えております。宜しくご検討ください。

以上

これについて、市からは回答書が寄せられ、2012年１

月19日にそれをもとにした意見交換が行われています。

（請願書）

福岡市議会議長宛

【誓願の趣旨】

福岡市は、市内４ヶ所（那の津支所、有田支所、柳瀬

支所、箱崎支所）にある中学校学校給食センターについ

て、施設の老朽化に対応するため、再整備計画の検討

を進めています。新センター構想ではセンターの配置は

３箇所で、経済性を重視し、第一センターはＰＦＩ方式によ

る民間委託の方向で検討の具体化が進んでいます。４セ

ンターから３センターへの施設集約は、子ども達から学校

給食を遠ざけると共に、大規模な食中毒や地震などの自

然災害での被害の甚大化が懸念されます。

「改定学校給食法」では、「食や自然、食生活にかかわる

様々の活動への理解や学校給食を通した地域文化の理

解など、学校給食が持つ食育推進上の教育的意義を明

確にする。」「学校給食実施基準を法体系に位置づける」

など素晴らしい理念が語られています。

また、平成17年に制定された食育基本法では、食を通

じて豊かな人と社会を作っていくことが確認されました。

また同法を基に生まれた「食育推進基本方針」の「学校、

保育所等における食育の推進」の部分では、「栄養教諭

の全国配置の促進、学校での食育の組織的・計画的な

推進等」、「学校給食での地産地消の推進」なｄ、ここでも

素晴らしい理念が謳われています。

一方で、予算処置のない「衛生管理基準」の押し付け

に、市町村の財政問題も絡んで、給食の民営化の拡大

が進行しています。給食に関して、素晴らしい理念の浸

潤と、行政が給食から離れていく二つのまったく相反する

流れが同時に進行していると言えます。

どんな教育や給食を子どもたちに与えるかは、子ども

達にどんな大人になって欲しいかの選択そのものです。

10年20年50年先の日本を担う子ども達が、「食」や「食を

取り巻く人や環境」を大切に感じることができなければ、

日本の根幹が揺らぎます。学校給食は生きた教材として

非常に大切です。

この大切な学校給食をどうして行くかは、多くの市民の

声を聞いて決めていくべきものです。しかし、この間の動

きは広く市民の声を聞いてとはなっていません。殆どの

市民が再整備のことを知らないのが実態です。市の計画

では、第一センターの内容はほぼ決まっており、今後、

第二センターの計画の策定に入ることとなります。第二セ

ンター以降の計画について、第一センターを実際に稼働

させ、課題の洗い出しや保護者・子ども達の評価などを

検証し、広く市民の声を聞いた上で、計画を策定していく

ことを求めます。

【請願事項】

中学校給食センター再整備計画の第二センター以降

の計画について、第一センターを実際に稼働させ、課題

の洗い出しや保護者・こども達の評価などを検証し、パブ
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リックコメント等の広く市民の声を聞いた上で、計画を作

成していくことを求めます。

（陳述書）

平成24年8月24日(金) 第2委員会

23年請願第26号口頭陳情

学校給食を考える福岡市連絡会議の原と申します。先

月代表を交代しましたので、現在は中３と小５の男の子の

母として、会に参加しています。

昨年12月に提出した『学校給食センター再整備計画

について』の請願署名、7228筆を代表して述べさせてい

ただきます。

署名を提出して８ケ月が経ち、その間１月には小学生

保護者へお知らせのペーパーを配布していただき、また

２月には博多・南市民センターの２ヶ所で一般市民向け

の説明会も開かれ、広く周知していただきありがとうござ

いました。

しかし私が参加した南市民センターの説明会では「こ

れは説明会ではなく報告会ですね、もう決定している事

ばかりじゃないですか！」等の意見が多く出ていたと記憶

しています。

老朽化の為の建て替えなので、26年度稼働予定の第

１センターについてはほぼ決まっていて、市民の意見を

聞き、反映させる事は難しいかもしれません。

しかし第２センターは整備計画検討委員会の段階です

し、第３センターにおいてはまだこれからと聞いておりま

す。

また、現在古い施設の劣悪な環境の中で『安全で美

味しい給食』を作る努力をされている調理員さん達は働く

場を失います。１万２千食の大量調理は永年経験を積ん

だ調理員さんにお願いしたいと思います。

全国的に民間委託は進んでいるようですが、どうか福

岡市はその流れに沿わず、コスト削減や効率化の為に教

育の一環である『給食』を使わないで下さい。

小・中学校の９年間は人間として心や体を作る大切な時

期です。１日３食のうちのたった１食でも、先生や友達と

食べる約1800回の給食は、母が作る食事とは違う役割を

持っている、と私は思います。

「福岡市は素晴らしい給食を提供している」と言われるよ

う、子ども達の為により良いものにしていく為、第1センタ

ーを稼働させ、課題を洗い出し、子ども達の評価などを

検証し、計画を策定していただきますようよろしくお願い

します。

参考

福岡市 http://www.city.fukuoka.lg.jp/

第１給食センター（仮称）整備運営事業 【ＰＦＩ】

http://www.city.fukuoka.lg.jp/kyoiku-iinkai/kenko/ed/daiic

hikyushokusenta-seibiuneijigyonituite.html

第２給食センター（仮称）整備計画検討委員会

http://www.city.fukuoka.lg.jp/kyoiku-iinkai/kenko/shisei/2

012-07-02.html

小学校給食調理業務の民間委託試行を始めます

http://www.city.fukuoka.lg.jp/kyoiku-iinkai/k-unei/kyouikuii

nnkai-hp/kyuusyokuitakusikoukaisi.html



6 学校給食ニュースvol.146 2012/11月号 次号は2013年１月号です

トピックス

最新学校給食の放射能測定と公表の現状

学校給食ニュースでは、2012年３月号で最新の測定

状況についてご紹介しました。2012年度に入り、測定の

方法や公表の方法にも変化が生まれています。

そこで、2012年９月29日に、全国学校給食を考える会

主催で「学校給食連続学習会～第１回 学校給食と放

射能測定」を開催し、放射線測定の現状や具体的な測

定方法と課題について学習しました。これを踏まえて、最

新の学校給食における放射能測定と公表の現状や、今

後の課題、議論点などをまとめました。（学校給食ニュー

ス・生産者と消費者をつなぐ測定ネットワーク 牧下）

■放射能測定とは

食品の放射能測定が、空間線量の測定と大きく異なる

のは２つの点です。空間線量の測定は、一般にガンマ線

のみ、ガンマ線とベータ線の放射線を測定し、その結果

をシーベルト（Sv)に換算して表示します。空間線量の場

合、自然界にある放射線と東京電力福島第一原子力発

電所事故（以後、東電原発事故と表記）や過去の核実

験、チェルノブイリ原子力発電所事故などに由来する放

射性物質が出す放射線との区別なく測定します。

自然界には、宇宙線や、地球にそもそも存在している

放射性物質からの放射線があり、その放射能は一定で

はありません。雨が降ることで一時的に高くなったり、太

陽の影響などもあります。また、主に大地に含まれる物質

の違いから、土地ごとにも放射能は異なります。それら

を、総量として測るのが、空間線量の測定です。

食品の放射能測定は、基本的にガンマ線のみを測定

します。測定は、空間線量の測定よりも難しくなります。ひ

とつには、自然放射能と人工放射能を分けないと、その

食品がそもそも持っているものなのか、東電原発事故な

どが原因で人工放射能に汚染されたものなのかが分から

なくなるからです。もうひとつ、微量の放射性物質を測定

することになりますので、空間線量の影響をできるだけ取

り除かなければ、信頼性のある測定結果が出せない点で

す。その点が、空間線量測定よりも難しい作業です。

■放射能の基礎知識

ここでおさらいですが、東電原発事故で気をつけなけ

ればいけない放射線には３つの種類があります。アルフ

ァ線（α線）、ベータ線（β線）、ガンマ線（γ）線です。

アルファ線はヘリウムの原子核で、粒子線です。その

ため、紙１枚で防げますが、そのエネルギーは非常に強

く、体の中に取り込むと大きな影響を与えます。プルトニ

ウム239が代表的な核種です。

ベータ線は電子です。粒子と波の性質を持っていてガ

ンマ線よりも強いエネルギーを持っています。アルミ板で

防ぐことができるぐらいの透過力です。

ガンマ線は、光と同じ電磁波の一種で、電離作用を持

つ放射線です。透過力が高く、厚い鉛版などでなければ

防ぐことができません。

原発事故では、ヨウ素131、セシウム134、セシウム137、

ストロンチウム90が代表的な放射性物質として知られてい

ますが、このうち、ヨウ素131、セシウム134、セシウム137

は、ベータ線とガンマ線の両方を出します。ストロンチウ

ム90はベータ線のみを出します。

■食品の放射能測定はガンマ線のみ

食品の放射能測定は、ガンマ線核種のみで行われま

す。ヨウ素131、セシウム134、セシウム137です。このうち、

ヨウ素131は半減期が８日と短いため、現在は測定される

ことはありません。現在、食品の放射能測定は、放射性

セシウムを対象に行われています。

なぜ、ガンマ線核種だけなのでしょうか？

ガンマ線は、精密な測定をすることで、核種ごとに出す
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ガンマ線に特徴があるからです。核種ごとに出すガンマ

線のエネルギーが異なっていて、それを区別することで、

核種を特定できます。

ところが、アルファ線やベータ線は、測定することはで

きますが、それが、どの核種由来の放射線なのかを特定

することができません。どの核種から出るアルファ線もベ

ータ線も、測定結果で区別することができないからです。

そのため、たとえば、ストロンチウム90が食品（検体）の１k

gの中にどのくらい（何ベクレル）入っているかを調べるた

めには、ストロンチウムのみを化学的な方法で分離して

測定する必要があります。測定することは可能ですが、化

学的な分離作業が必要なため、食品（検体）のまま測定

はできず、測定には専門的な知識と時間が必要なので

す。

■ベクレル（Bq）とは

食品の放射能測定で出てくる単位は、ベクレル（Bq）で

す。ベクレルは「１秒間に１つの原子核が崩壊して放射線

を放つ放射能」を１ベクレルとする「放射性物質が持つ放

射能の強さ」を表す単位です。１ベクレルのセシウム137

は、重さ約10兆分の３グラム（0.00000000000031g)です。

原子数として約14億個分となります。つまり、セシウム137

が約14億個存在すると、１秒間にその約14億個のうちの

ひとつが崩壊して放射線を出す、ということになります。

食品の場合、Bq/kgとして表示されます。１kg中にどれだ

けのBqがあるか、という意味になります。

ちなみに、2012年９月14日付けで原子力保安院（当

時）が公表した東京電力推計大気中の放射能放出量

は、2011年３月中だけで約900ペタベクレル（900,000,00

0,000,000,000Bq)です。このうち、セシウム134、137はそ

れぞれ約10ペタベクレルと推計されています。直接海水

中に放出された量は含まれていません。

■食品中の放射性セシウムの測定

東電原発事故で放出された放射性セシウムのセシウム

134（Cs134）とセシウム137（Cs137）は、半減期が約２年と

約30年です。事故当時、およそセシウム134と137は同じ

ぐらいの量が放出されたと考えられていますが、徐々に

セシウム134の量は減っています。

食品の放射線を測定する際には、厚生労働省が定め

た「食品中の放射性セシウムスクリーニング法」に基づい

て行われます。

測定装置ガンマ線スペクトロメータと呼ばれ、ガンマ線

を測定して、ガンマ線のひとつずつのエネルギーの違い

を分離していく装置です。大きく分けて２種類あり、厳密

な測定が可能なのは、ゲルマニウム（Ge)半導体検出器

（以下ゲルマ）、厳密な測定は少し難しいですが比較的

安価で取り扱いやすいのがNaI(Tl)シンチレーションスペ

クトロメータ（ヨウカナトリウム・タリウム・シンチレーションス

ペクトロメータ・以下シンチレーション）です。自治体が学

校や学校給食センターなどに導入するのは、シンチレー

ションがほとんどで、ゲルマは専門の測定機関または自

治体でも専門的な職員（研究員）等がいる場所に限られ

ます。

ゲルマの場合、ガンマ線のエネルギーの違い（電子ボ

ルト）を分離して表示することができますが、シンチレーシ

ョンの場合、明確な分離はできないため、統計上の処理

をしてグラフを描き、そこから数値を判断しています。

厚生労働省の「食品中の放射性セシウムスクリーニン

グ法」に基づいている装置を使い、測定上の手順通りに

測定をすれば、シンチレーションでも25Bq/kgまでは高い

精度で測定できます。それより高い精度にするために

は、検体の量を増やす、測定時間を長くする、自然界に

あるバックグラウンド（背景）の放射線の量を減らすなどの

工夫が必要になります。実際の学校給食現場では現実

的ではありませんが、１検体あたり30分の測定時間を２時

間や４時間にすることで、測定の精度は上がります。

そうやっても、誤検出や誤測定が起きる可能性があり

ます。ひとつは、カリウム40の影響です。食品中には、カ

リウムが多い食品と少ない食品があります。カリウムには、

放射性同位体のカリウム40（K40）が一定割合で存在して

います。カリウム40は比較的高い電子ボルトを持つため、

検体の中にカリウム40が多く存在していると光が反射して

散乱するのと同じような感じで低い電子ボルトに散乱して

いきます（コンプトン散乱）。そのため、セシウム134などの

測定値に影響することがあります。

また、検体の水分量や密度も影響します。水はそれ自

体が放射線の遮蔽体になります。そのため、もっとも望ま

しい測定方法は、セシウムが揮発しない程度に炭化させ

て、水分を抜いた状態でたくさんの量を測定することで

す。しかし、実際には、食品（検体）の状態で測定します。

そのため、刻んだり、フードプロセッサーにかけるなどして
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極力すき間を減らしたくさんの量を測定器に入れる（密度

を上げる）ことで測定の精度を上げています。量が少なか

ったり、かさかさしたもので密度が低かったりすると測定の

精度は落ちてしまいます。

■どうして測定下限値は変わるのか？

測定結果を見ると、不検出（ＮＤ）とあって、測定下限

値が書かれています。測定下限値は、食品（検体）の量

や密度、測定時間、測定環境によって変化します。同じ

測定装置、測定時間でも、検体の量や密度が変われば

測定下限値は変わります。また、バックグラウンドの放射

線の影響によっても変わります。

測定結果の示し方の中には、「検出限界は10Bq/kg未

満です」と一律の表示をしているところもあります。これ

は、測定結果そのものではなく、10Bq/kg未満の測定値

であれば不検出（ＮＤ）とします、という宣言であり、測定

結果そのものではありません。

■測定結果の見方、表示のしかた

測定結果は、科学的な測定という面からは、検体の

量、測定時間、バックグラウンド測定時間、測定値、測定

誤差（±で表示）、測定下限値、および、測定日時と測定

装置名や分析ソフトウエア名などが必要です。

目安としては、測定装置と測定時間、測定日を前提と

して、不検出であれば、測定下限値、検出されれば、測

定値、測定誤差、測定下限値を個々に表示すると、測定

結果の信頼性が高まります。

■実際の測定資料の例

実際の測定データを、生産者と消費者をつなぐ測定ネ

ットワークの測定シートを元にみてみましょう。（次ページ）

ここでは、大豆を例にします。2011年の秋に生産され

た大豆２種で、１種類は茨城県産のもので、放射性セシ

ウムが約47Bq/kgほど含まれています。もうひとつは、秋

田県産のもので、不検出のものを用意しました。測定は、

1500mlの専用容器（マリネリ容器）に約１kgの検体を入

れ、バックグラウンドを12時間、実際の測定を15分および

２時間測ったものです。

図１、図２は、茨城産で15分、２時間のものです。手書き

の○印で図２に比べて図１はふたつの山の間が明確に

分かれていません。図２で説明すると右の大きな山はカリ

ウム40です。少し離れた３つの山の右と左はセシウム134

が出す放射線です。真ん中の一番高い山がセシウム137

です。そこから左側はここでは考える必要はありません。

さて、図１、図２に対して、秋田県産の図３は、セシウム

の山が見あたりません。しかし、ぎざぎざがあります。カリ

ウム40などによる散乱でできる検出です。また、バックグラ

ウンドを差し引いたグラフなので、その細かな変動などが

影響します。

この３つの図から分かるように、40Bq/kg程度あればは

っきりした検出になりますが、もし、１、２Bq/kg程度であれ

ば、誤検出の可能性も出てきます。ソフトウエア上で「検

出」となっても、グラフ（スペクトル）上で山が見られなけれ

ば、信頼性に欠けることがあり、再度の測定などでできる

だけ信頼性を高める工夫をします。

■食品の測定と規制

2012年４月１日より、食品の基準値は、放射性セシウム

で飲料水10Bq/kg、牛乳50Bq/kg、一般食品100Bq/kg、

乳児用食品50Bq/kgとなりました。厚生労働省は、全国

の都道府県市町村が公的に測定している食品等の測定

結果を取りまとめ、月別にデータで掲載しています。ここ

では、基準値とは関係なく測定結果を公表してあり、どの

ような食品が検出されやすいのかのひとつの目安になり

ます。（セシウムのみ）

また、出荷制限や制限解除についての情報も公表し

てあります。現在、地域によって出荷制限になっている食

品の例として、きのこ、山菜、茶、柑橘類、栗、梅、淡水

魚、底魚（タラ、ヒラメ、カレイ、スズキ、クロダイ等）、牛

肉、イノシシ、シカ、クマなどがあります。

このような情報を入手しておくことも大切です。
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図１ 15分測定（茨城産）

Cs134 18.99±3.211（2.935） Cs137 28.55±3.331（2.517） 合計 47.53±4.627（5.452）

図２ ２時間測定（茨城産・同一検体）

Cs134 18.78±1.161（0.984） Cs137 28.67±1.200（0.845） 合計 47.45±1.670（1.829）

図３ ２時間測定（秋田産）

Cs134 不検出（0.931） Cs137 不検出（0.800） 合計 不検出（1.731)
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■学校給食測定の現状

学校給食における食品の放射能測定は、大きく２つの

方法がとられています。事前に食材を測定する、事後に

丸ごと（陰膳方式）で測定する、です。

事前の食材の測定は、一般に流通している食品は新

基準値未満であることを前提にしつつ安心のための確

認、または、学校給食に使う食材について独自の基準値

での評価のために行われます。

事後の丸ごと測定は、学校給食で児童生徒がどのくら

い内部被ばくするかを評価するためのものと言えます。

測定は、自ら行っている場合と、外部機関に出す場合

があり、頻度や検体量、測定方法は自治体によりまちま

ちです。また、公表方法や測定結果の表示方法もまちま

ちです。

西日本で測定している自治体もありますが、東日本で

も測定をまったく行っていない自治体もあります。

■学校給食の対応最新事例

2012年9月23日、検索サイトgoogleにて「学校給食 測

定」 で上位から市町村を選択したものを取り上げます。

また、学校給食ニュース2012年３月号「学校給食におけ

る放射能測定の動きが急速に広がる」で紹介した2012年

２月の検索の内容から変わっている自治体もあります。ぜ

ひ、最新の情報を確認してください。

○茨城県つくば市（2012.9.21現在）

毎日３給食センターの各３品目（食材２＋給食丸ごと）を

測定、同日午後４時までにＨＰで公表、主な食材の産地も

公表。食材は事前検査、丸ごとは当日検査。

米、小麦は茨城県学校給食会測定を表記。「検出限界」セ

シウム合計20Bq/kg、牛乳は、業者測定を不定期に更新。

「検出限界値」核種ごと10Bq/kg。

日立アロカメディカル社製装置を使用。

「干ししいたけにつきましては、肉類や魚介類などと同様に、十分に事前の検査を行い、安全性が確認されたものを使用

しています。また、タケノコの産地は、西日本及び外国産を使用しています」

○東京都小金井市（2012.9.6現在）

「小金井市では「安全でおいしく温かい給食」の提供に努めてい

ます。学校給食の食材については、食品衛生法に基づく出荷制

限のされていない産地のものを使用しており、安全は確保されて

いるところです。

東京都において、「安全・安心のための学校給食環境整備事

業(学校給食用食材の放射性物質検査）」が実施されることになり

ました。

小金井市では、学校給食における一層の安全・安心を確保す

るために本事業に参加し、その検査結果を公表します」

「これまでの検査結果 全ての食材で、スクリーニングレベル（基準値の1/2）を下回りました」

「次回は、2学期の実施を予定しています」

測定下限値を25Bq/kgとしている。

自治体独自ではなく、都の測定結果をまとめたもの。
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○横浜市(2012.9.20現在）

毎日、小学校一校の給食で使用する十数種類の食材

全ての検査。平成23年10月11日（火）から当面、平成24年

12月まで。

測定方法 毎日１校を対象に、翌日使用する１食分の

食材を測定。平成24年１月から輸入食材は検査しない。

月単位納入食材は、使用前に一括測定。

測定は、一般社団法人日本海事検定協会、財団法人

新日本検定協会、横浜市衛生研究所

結果は、測定日の翌日にホームページで公表。

「検出下限値 3.0 Bq/kg (3.0 Bq/kg未満は「不検出」と

なります。)ただし、米・麦・パン・牛乳を検査している横浜市衛生研究所に導入した機器による検査では、検出限界値が「1

Bq/kg未満」から「3Bq/kg未満」程度の幅で自動的に算出されます」

○東京都国立市（2012.9.21現在）

Nalシンチレーション検出器内蔵ガンマ線放射能モニターAT13

20A(ベラルーシ/ATOMTEX社製)、約30分の測定。「午前中に、

牛乳、小・中学校の提供給食の3検体の測定を行い、そのほかの

給食食材についても必要に応じて測定を行います」

○福島市（2012.9.21現在）

主要食材、主食、牛乳の個別（センター）と給食丸ごと

（主食、牛乳を含む）を測定。毎日測定、毎日公表。

主食、牛乳、副食用食材を２～３人分採取、ミキサーに

かけて試料をつくり測定。

センター４台に加え、２学期よりベラルーシATOMTEX社

製 ＮａＩ（Ｔl）シンチレーション検出器を単独校24校に導

入。2012年５月から、15分測定に統一し、検出下限値を10
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Bq/kgに統一。「放射性セシウム134、137の合

算値が20Bq/kgを超えた場合に主食と牛乳以

外の献立の提供を見合わせる」、としている。

○神奈川県海老名市（2012.9.21現在）

2012年２学期より、センターを統合。給食を

１週間ごとにまとめて測定、結果を原則翌週

の火曜日に公開。財団法人日本冷凍食品検

査協会によるゲルマニウム半導体検出器を用

いたガンマ線スペクトロメトリーによる核種分

析検査、測定時間2,000秒（約30分）。

牛乳を除いたものと牛乳のみを測定。測定

結果（Bq/kg）と、そこから、内部被曝の実効

線量（μSv)を記載。

○神奈川県藤沢市（2012.9.21現在）

2012年２学期からは、使用食材の検査を前週に実施。40

Bq/kgを超えた食材は使用を控えることにしている。測定機

関は８月30日より日本環境株式会社、検出下限値を３Bq/kg

としている。

また、１週間分のまとめて、丸ごと検査を学校ごと順番に

行っている。ここでは、検出下限値は測定ごとに異なってお

り、表示している。それにあわせて、内部被曝の実効線量

（μSv)も表示している。

食材、献立を公表。

○山梨県甲府市（2012.9.20現在）

NaI（Tl）シンチレーションスペクトロメータ（CAPTUS-3000

A）を教育委員会に設置し、翌日使用食材２品目を測定し、

測定日に公開。国の基準を上回る数値が測定されたら使用

中止。検出下限値10Bq/kgとしている。
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○静岡県掛川市(2012.9.12現在）

１週間分をまとめて測定。2012年９月より、

12の調理場（センター）の食材を一部統一

する。３センターでは、静岡より以東の食材

を週１回測定する。

ＮaＩ（Ｔl）シンチレーション検出器によるガ

ンマ線スペクトロメトリーで、１リットルを、１検

体1000秒測定。

○茨城県水戸市（2012.9.20現在）

簡易測定器で測定し、放射性セシウムが5

0Bq/kg以上の場合には、念のためゲルマニ

ウム半導体検出器による精密検査を行い、

検査結果が出るまでの間は、その食材を使

用した献立を変更又は中止。

測定下限値25Bq/kgとしている。

測定結果から、まるごと検査と、食材の抽

出測定を行っている。米は、「米飯」として測

定しているようである。

○福島県喜多方市（2012.9.21現在）

NaI（Tl）シンチレータのTN300Bベクレルモニター

を市内５カ所に設置、「検出測定値」20Bq/kgで、食

材をおおむね２日米に検査している。

○群馬県みどり市（2012.9.21現在）

主要な食材を事前におおむね５品目ほど測定

し、公表している。

大間々学校給食センターにて、ヨウ化ナトリウム

シンチレーション検出器放射能測定装置GDM-15

（スエーデン王国ガンマデータ・インストゥルメント

社製）を設置、検出限界値10Bq/kgとしている（核

種ごと）。
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○千葉県匝瑳市（2012.7.23現在）

市で実施としているが、実際は県の測定事業であり、月

数点の食材のみ。

2012年５月以降、食材の事前検査をしている。結果は月

ごとにホームページで公表。

○神奈川県厚木市（2012.9.21現在）

ATOMTEX社製AT1320Aを使用し、週２回、食材を測定。保護者から

の要望がある食材の測定も行っており、明示している。☆が保護者要望、

★が保護者要望及び保健給食課長選定。

注釈として、「「不検出」とは、放射性物質が「検出下限値」に満たない

（検出されない）ことを表します。「＜」の横の数値は、検出下限値を表し

ています。検出下限値 は、検体の比重、測定条件などにより検体ごと

に変動します」を明記。

最終行、９月11日のれんこんから検出限界値を超える測定結果が出た

ため、翌日、外部のゲルマにて再測定し、結果を公表している。

○兵庫県西宮市(2012.9.22現在）

市内３ブロック（小２、中１）ごとに、献立１週間分（主食・牛

乳含む）を１検体として、まるごと測定。

測定は、外部の検査機関でゲルマニウム半導体検出器を

使用。検査翌週のホームページで公表。検出下限値を１Bq/kgとしている。

○茨城県常総市(2012.9.21現在）

日立アロカメディカル株式会社食品放射能

測定システムを使用し、食材の一部をサンプリ

ング測定。毎週月曜日に給食センターの給食

を丸ごと測定。

検出限界値は食材及び条件により差が出る

として、検出限界値を表示。
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○茨城県稲敷市(2012.9.21現在）

食材を市でほぼ２品目ずつ測定。

食品放射能測定システム千代田テクノルRADIQF

S300を使用。

「※「不検出とは、（）内で示した、検査器の「検出限

界値」未満であることを表します。限界値は測定する

食材等により異なります」として、検出限界値を表示。

○神奈川県横須賀市（2012.9.18現在）

食材は月１回、３品目ずつ測定。１校を１週間丸ごとまと

めて測定、学校は測定ごとに変える。

測定は、一般社団法人日本海事検定協会が、ゲルマニ

ウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリーによる

核種分析。測定時間2,000秒。

丸ごと検査は、内部被曝の実効線量（μSv)を表示。

検出限界が測定ごとに異なることを表示。

なお、2011年９月から牛肉、10月から干ししい

たけの使用を見合わせ、2012年度も見合わせ継

続中。主な食材の使用予定と実績をホームペー

ジで公表。

○福島県田村市(2012.9.21現在）

食品放射能測定システム（NaIシンチレーション検出器）を使

用し、野菜、食肉など使用頻度の高い生鮮品４から５品目程度を

1kg程度で測定と、給食１食分に含まれる量の測定を実施。
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○神奈川県鎌倉市(2012.9.21現在）

食品・環境放射能測定装置（ゲルマニウム半導体検出

器）セイコー・イージー・アンドジー(株)製 SEG-EMSを山崎

浄化センターに導入。

2012年４月から、翌日使用の食材毎日１校２検体を選定

し測定。検出下限値を3.0Bq/kgとしている。

それ以前には、放射能簡易測定キットを16小学校に配

置し、測定させていた（３月まで）。

→３月まで使われていた「簡易」測定キット。遮蔽などはない。

○宮城県登米市（2012.9.18現在）

NaI（Tl）シンチレーションカウンターを用いたガンマ線

ペクトロメーター米国CAPINTEC社製LCAPTUS-3000Aを

使用。豊里登米学校給食センターに設置し、月曜日から

木曜日まで測定し、その結果を翌週火曜日に公表。

「不検出」を「放射性物質が存在しない、または検出下限

値（10ベクレル/kg）未満である」と表示。

○茨城県小美玉市(2012.9.21現在）

シンチレーションスペクトロメータCAPTUS-3000

AおよびTN300Bベクレルモニターを使用し、翌日

に使用する食材から３から４品目を測定。

「検出下限値は、試料の質量等によって変動する

ため、測定ごとに異なります。使用機器における検

出下限値の目安は、下記のとおりとなります。

CAPTUS-3000A シンチレーションスペクトロメータ

ー: 10Bq/kg

TN300B ベクレルモニター: 3Bq/kg」としているが、表示は「不検出」のみ。

○茨城県境町（2012.9.18現在）

食材のサンプル測定を行っている。NaIシンチレーション検出

器（ヨウ化ナトリウムシンチレーション）を導入、「検出せず」と

は、放射性物質が存在しないか、検出限界値（20Bq/Kg：測定

時間による）以下としている。
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○神奈川県綾瀬市(2012.9.21現在）

市で提供する２種類の献立を各１週間分ま

とめて測定、翌週火曜日に市のホームページ

で公表。民間測定機関委託。

「表中の「○○未満」は測定できる限界値で検

体ごとに異なり、これを下回る場合は「検出せ

ず」表示をしています」。

内部被曝実効線量（μSv)に換算したものも

掲載。

週１品、食材を測定。測定日の翌日（水曜日）にホ

ームページで公表。

「表中の「3.0未満」は、放射性物質濃度が当該数値で

表される検出下限値に満たないこと」

学校給食連続講座 第２回 2012年12月15日（土）

学校給食ニュース編集責任者牧下圭貴さんと学ぶ～10年後の子どもたちにできること～

第１回目の「学校給食と放射能測定」に続き、第２回目を開催します。第２回は、食の安全全般を整理し、学校給食

にとっての食の安全とは何か、基本的な考え方を参加者と意見交換します。

また、第１回目に続き、放射能問題（測定、表示等）についても、参加者の皆さんと意見交換する予定です。

■第２回：2012年12月15日(土)10:00～12:30

テーマ「食の安全とは、学校給食が目指すものは？」

■会場：大地を守る会六本木会議室(日比谷線･大江戸線｢六本木｣出口3より徒歩5分

■参加費：500円（資料代を含む）

■主催（申込み・問合先）：全国学校給食を考える会

Tel 03̶3402̶8902 Fax 03̶3402̶5590 E-mail kyushoku@member.daichi.or.jp

■予定内容 学習会「食の安全とは」 意見交換会「食の安全、放射能測定等を踏まえて」

学校給食全国集会「2013学校給食討論集会（仮）」 2013年３月28日（木）開催

2013年全国集会の日程を決定しました。場所、内容等はこれからですが、取り急ぎ日程のみご連絡します。

日程 2013年3月28日（木） 東京都内または近郊

詳細は決まり次第ホームページならびに本紙で案内します。

お問い合せは、全国学校給食を考える会までお願いします。
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学校給食ニュース 146号

発行：学校給食ニュース
編集：学校給食ニュース編集事務局
会費：年額3,500円（４月から３月、送料込み年10回）
〒106-0032 東京都港区六本木6-8-15
第２五月ビル２階 大地を守る会気付
全国学校給食を考える会

お問い合せは…全国学校給食を考える会
電話：03-3402-8902 ＦＡＸ：03-3402-5590
E-mail kyushoku@member.daichi.or.jp (購読・会費等）
E-mail desk@gakkyu-news.net（内容・投稿等）

学校給食ニュース発行団体
●全日本自治団体労働組合・現業局
千代田区六番町１（電話03-3263-0276）
●日本教職員組合・生活局
千代田区一ツ橋2-6-2（電話03-3265-2175）
●日本消費者連盟
新宿区西早稲田1-9-19-207（電話03-5155-4765）
●全国学校給食を考える会 左記住所、電話番号

学校給食連続講座 特別講演

天笠啓祐氏「表示で知りたい食品の安全」のお知らせ 2012年11月30日（金）

2012年９月29日に、「放射能測定ってなに？」というテーマで、牧下圭貴さんを講師に、第１回を開催した連続講

座。今回は、第２回ではなく、「特別講演」として、天笠啓祐氏の講座をお知らせいたします。

今、消費者庁を中心に、食品表示一元化検討会が進行しています。「食品表示一元化」とは、現在、食品の表示

について３つある、食品衛生法、ＪＡＳ法、健康増進法をひとつのくくりとして、「消費者にわかりやすい表示」、を主

眼に進められているものです。しかし残念なことに、消費者庁は、消費者のほうではなく事業者の意見ばかりにとら

われて、「わかりやすい表示」を逆手にとって、「簡便な表示」、「何も書いてない表示」にしようとしています。その中

身は、「原料原産地表示」、「食品添加物表示」、「遺伝子組み換え表示」の徹底した「簡素化・無視」にあります。

現在の表示の問題点を明らかにするとともに、消費者が求める理想的な表示とはどのようなものなか、天笠さんと

一緒に考えてみましょう。表示は、学校給食にとっても必要不可欠なもの。よい学習の機会になれば幸いです。

■2012年11月30日（金）10:00～12:00

■テーマ「表示で知りたい食品の安全」

■会場：東京ウィメンズプラザ 視聴覚室（東京都渋谷区神宮前５－53－67）

渋谷駅より徒歩12分、地下鉄表参道駅より徒歩７分

■参加費：500円（資料代を含む）

■主催：大地を守る会 協力：日本消費者連盟

■申込み・問合先：全国学校給食を考える会（担当：前川、牛島）

Tel 03̶3402̶8902 Fax 03̶3402̶5590

E-mail kyushoku@member.daichi.or.jp
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